











































































































1 いい感じ 13 44.8％
2 普通 14 48.3％

















































1 いい感じ 22 75.9％
2 普通 5 17.2％






















































1 中心揃え 14 48.3％













































1 使いたい 12 41.4％
2 たまには使いたい 14 48.3％
3 使いたくない 3 10.3％
図 4　今後六度法を使用する気持ちがあるかどうかの割合
表 9　今後六度法を使用する気持ちがあるかどうかの記述
1
・字が汚いので、少しでも上手に書けているように見せたいから。
・子供っぽい字なので大人っぽい字になれるように六度法を使っていきたいと思いました。
・綺麗に書けるから。
・字を綺麗に書けるようになるから。
・斜めにするというシンプルな作業で、綺麗に見えたので、もっと使っていきたいです。
・字が見やすく書けるから。
・文字を上手に書けるようになりたいので練習しようと思います
・同じ字でも意識するだけで綺麗に見えるから。
・あまり意識するとまだ慣れていないので、違和感があるかもしれないが、
　まとまりのあるように見えたから。
・文字が汚くて書くのが嫌だったが、綺麗に見えるので書くのが楽しいと思った。
・漢字をもっと綺麗に書けるかな。
・意識して使ってみます。
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2
・ 私は書きにくく感じたが、六度法を使って字が綺麗になったという例があるから、使って
みたい。
・ 六度法でスラスラと書けるようになったら字が綺麗に書けるようになったということなの
かと思ったから。
・字のバランスが変になる時があるので、その時に使いたい。
・綺麗な文字を書くときに便利。
・普通の書き方と比較してみたいです。
・授業中に六度法を意識して書いていると、そちらに集中してしまうので、
　時間があったら練習します。
・綺麗には書けるから。
・六度法をもう少し練習してみたい。
・綺麗に見える字は今後も使っていきたい。
・毎回だとちょっとしんどいと思ったから。
・ゆっくり字を書く時間があるなら練習して、綺麗に書けるようになりたいから。
・普段通りの書き方が好きだから。時々違う書き方をしたいときに使えば良いと思ったから。
・あまり文字を書く機会が少ないから何とも言えない。
・ゆっくりと時間のある時には使いたい。
3
・ 児童にとって調度いいような六度法を利用して引かれた線の濃さ、線と線との幅の調整が
難しそうだから。
・六度法を意識して字を書きたくないから。
・書けない。バランスがおかしくなるから。
IV．「六度法」での硬筆指導の課題
「六度法」での硬筆練習に関して、学生は肯定的な反応が多く、文字を書くときに無意識に書くの
ではなく、少しでも意識して書くきっかけになった。筆順を意識している学生もおり、これを更に進
めて、毛筆と楽しく書くことにつなげることができるだろう。しかし、「六度法」のよさを感じるた
めに、毎時間に短時間で良いので「六度法」で各時間を取ることで、文字を意識して綺麗に書く習慣
をつけることができるのではないかと思われる。
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